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欧州ラドン温泉療法研究会  
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2023年1月29日（日）、大阪大学豊中キャンパスの大阪大学会館にて勉強会を開催しました。
今回は、大阪大学名誉教授の中村仁信先生、兵庫医科大学薬学部の藤野秀樹先生とゼミの学生さ
んたち、東京ひぐらし整形外科内科の丸野紀子先生の講義を中心に放射線の基礎理解から臨床応
用までを受講しました。ラドンからはα線が放出され、極微量で無い限り生体への影響は避けら
れないと考えられています。従って、ラドンの特性をしっかり理解する事で、ラドンの応用法は
もちろん、安全を確保するための管理法を工夫するのに役立ちます。また、兵庫医科大学の藤野
先生から提供された学内でのラドン測定実習の報告は、身近に浮遊するラドンが簡単に計測され
る様子から、自然環境中にも多くラドンが浮遊している事実を再認識する事になりました。 
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上）兵庫医科大学薬学部学生による、カー
ドゲームを用いた放射線や放射能教育実習
の体験風景 

中）兵庫医科大学薬学部の学生による放射
線率計測の仕組みを実習形式て研修 

下）東京 ひぐらし整形外科内科(オリンピッ
クオフィシャルクリニック)の丸野先生より
最新のスポーツリハビリ事情から痛みのコ
ントロールの難しさを聴講した

今回取り扱ったトピックは2つです。どちらも昨年の第
59回アイソトープ・放射線研究会総会で採用された論
文内容で、当研究会に関連する内容を紹介させて頂き
ました。１つめは大阪大学からの論文で、α線を利用
したがん治療への応用です。いま治験の最終段階を迎
えておりますが、その内容が論文にまとめられていま
した。臨床応用までの経緯に加え、放射線種による細
胞への影響などを中村先生に解説頂きました。2つめ
の兵庫医科大学薬学部藤野研究室からの論文は、学生
が中心になって立ち上げた放射線教育に関わる内容で
した。これらの論文は学会の特別賞を受賞したユニー
クな内容です。カードゲームを用いた専門用語の解説
や、ラドンを利用した計測研修法など、様々な方法で
放射能や放射線を理解するための提案です。専門用語
の意味や放射線計測の難しさを体験するのに役立ち
ました。当研究会からは、昨年欧州から発表された
内容を要約し、コロナ禍によってさらに期待の高ま
る現地の病院の現状を報告致しました。 
ラドンは計測が難しい原子である一方で、その応用
には幅があり、様々な分野で活用できる事を改めて
認識する事ができました。 

”がん細胞の局所をターゲットに
したα線治療の最新報告”

阪大病院にてアスタチンの医師主導治験開始
（難治性甲状腺がんに対する新しい標的アルファ線治療）

（治験責任医師：渡部直史）
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